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【論文内容の要旨】

 本論文では、生人形を幅広く捉えて、その文化的な広がり、生人形の系譜を江戸後

期からたどり、現代でも生人形・等身大人形が継承されてきた文化史的プロセスを考

察する。序論では、美術史や芸能史、民俗学、見世物研究での先行研究を検討し、本

研究の位置づけと研究方法・課題を設定する。生人形の創始者として位置づけられる

松本喜三郎と安本亀八以降に多様な形で広がった、生人形の文化的な展開を捉えるた

めに、特に美術史とはやや距離をとり、等身大人形という概念を用いて、生人形の文

化史的な地層の堆積を多種多様な領域で発掘し、生人形の系譜を考察することを研究

課題として設定する。そのために、生人形・等身大人形の調査を博物館・美術館の所

蔵する生人形のみならず、マネキン人形や学術人体模型、祭礼での山車人形、菊人形

などに対する文献研究およびフィールドワークによって行なっている。 

本論文は第１部「生人形と近代化」と第２部「生人形の系譜」で構成さている。 

第１部では、生人形が明治期以降の近代化のプロセスの中で変化していった様相を

明らかにする。第 1 章では、張子人形の流れから生人形が登場し、喜三郎と亀八の生

人形の見世物興行、それに端を発した生人形の流行によって多くの人形師、特に熊本

で絵島英次郎や厚賀貞七などが登場し活躍していったことを明らかにしている。第 2

章では、明治期以降、見世物が近代化によって解体・再編されていく中で、生人形見

世物が美術・教育へと接近していくとともに、生人形が特に衛生博覧会での学術模型・

人体解剖模型、また百貨店や博物館などのマネキン人形へと転用されていくプロセス

を明らかにしている。次いで、第 3 章では、生人形をめぐる芸術論を取り上げる。高

村光太郎によるような生人形と彫刻の相違をめぐる西洋的芸術論、また人形改良論か

ら展開された人形芸術運動に関して考察するとともに、このような芸術論や運動には

生人形制作者が関わることなく、芸術家や美術評論家の美術・芸術概念またその教育

システムが支配していたことを明らかにしている。 

第２部では、近現代に生きている等身大人形を生人形の系譜に位置づけて、その文

化史的様相を考察する。第４章では、江戸をはじめとする都市の祭礼での山車の作成



に生人形師が関わり、それが地方へと広まっていったことが論じられる。江戸型山車

は明治期に関東一円に普及して、生人形師たちが生まれ、現在でも多くの祭礼で健在

である。江戸後期に始まった菊人形が明治期に流行し、多くの人形師が生まれ、今で

も生人形の系譜を継承していることを明らかにしている。第５章では、地方に広がっ

た山車生人形、生身の人間の生人形、そして「ひらかた市民菊人形の会」の活動につ

いてフィールドワークを通じて明らかにし、現在でも生人形・等身大人形の文化が存

続していることを論じている。終章では、これまで述べてきた生人形・等身大人形の

歴史的・文化的系譜な展開をまとめて、本研究の意義および今後の課題と展望を述べ

て締め括っている。 

【論文審査の結果の要旨】 

本論文は、生人形の系譜というテーマを設定して、これまでの生人形研究史の領域を拡

大させ発展させたところに大きな特徴がある。とりわけ、生人形を見世物興業から流行し

発展した文化として位置づけて、等身大人形を介在させることによって、生人形を美術史

的研究の枠組みから解放して、美術や芸術にとらわれない多様な領域と関連させて、歴史

学的に文献史料を用い、またフィールドワークによる民俗学的手法を用いて、生人形・等

身大人形、またそれを制作してきた人形師の形成してきた文化史を探究したことは評価で

きよう。以下、本論文で評価できる点について記していこう。 

第一に、生人形が美術史における美術・芸術の概念を再検討していく中で取り上げ

られて脚光を浴びたが、それは松本喜三郎と安本亀八に限定され、喜三郎・亀八以後

の生人形が美術・芸術の概念から排除されていったことを批判的に検討し、生人形の

系譜として、多種多様な生人形・等身大人形の文化が今日にいたるまで存続している

ことを明らかにしている。それは生人形・等身大人形を見世物の文化の中に位置づけ

て、制作者と観衆、そして流通というサイクルの中で捉える視点を提示して、近現代

の文化史の豊かな水脈の一端を浮かび上がらせるものになっているといえる。 

第二に、菊人形や山車人形、人体模型、マネキン人形など、様々な生人形・等身大

人形は、喜三郎・亀八以降にこそ、多くの生人形師が生まれて活躍したことによって

現われた、生人形の系譜に連なる文化であり、それが今日でも連綿として続いている

ことを、生人形師への聞き取りや山車人形の出る祭礼の場でのフィールドワークを通

じて明らかにし、先行研究を飛躍させる生人形・等身大人形の研究を新たな視点のも

とで一層進展させている。 

生人形の系譜の中で、生人形の構造は頭と手足という眼に見える部分、全体像、あ

るいは人体模型のようなものなどのいくつかの種類また展開があり、それを見世物興

行や展示の形態において、いわば体系的にまとめることができるのではないかと考え

られる。そして、生人形・等身大人形の作成でのモチーフといえる、制作者、特に依

頼者の求める人形の姿また用途において、芝居人形・時事人形・神仏人形・医学人形・

商用人形・生身人形などといった、生人形・等身大人形の派生・展開に関して、さら

に探究することもできたと考える。だが、こうした残された課題はもとより本論文の意

義を損なうものではなく、今後の研究を深化させていくうえでの課題と考えられるべきも

のである。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものであると認定する。


